


事業概要

1. 期間
開始 ：2024年8月
終了（予定）：2028年3月

2. 最終目標
水素の筒内直接噴射（直噴）技術を構築し、需給調整電源として高性能（高効率・高出力・高応答
性）で、逆火などの異常燃焼なく安定運転が可能な、発電用水素ガスエンジンを開発する．

3. 成果・進捗概要
【実施項目①】水素直噴弁/直噴弁搭載エンジンの設計・製作
・エンジンへの搭載性や燃焼コンセプトに基づいた水素直噴弁の詳細設計が完了し、製造に着手．
・上記噴射弁仕様と、実施項目⑤の成果に基づき、エンジン長納期部品の詳細設計が完了し、製造に着手．

【実施項目②】大型水素エンジン試験設備の水素供給高圧化
・エンジン直近を除く主要な水素供給系統の詳細設計が完了し、計装品発注や製造に着手．

【実施項目③】ポート噴射方式(従来方式)での燃焼デ-タ取得
・ポート噴射方式にて、水素直噴方方式のベースデータとなる定格負荷／水素混焼比変更試験を完了

【実施項目④】最小水素噴射圧で高出力/高効率を実現するための水素直噴燃焼試験．
・2026年度4Qより燃焼試験開始予定．

【実施項目⑤】小型水素直噴ガスエンジン試験
・燃焼室形状や運転条件の最適化により、高出力と低NOx排出量を両立できる事を確認完了．
・大型エンジンの燃焼部品設計にも本成果を反映．

【実施項目⑥】水素自着火を抑制可能な潤滑油の研究
・試験設備の構築を完了し、成分の異なる複数の潤滑油で自着火特性の比較評価試験を実施中．
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４．進捗状況まとめと今後の見通しについて

【進捗状況まとめ】
• 各実施項目、検討はスケジュール通りに進捗中．
• 主要な機器・設備の選定や詳細設計は完了し、製造に着手．
• 2025年度計画していたベースデータ取得は予定通り完了．

【今後の見通し】
• 直噴弁、エンジン部品の製造を完了し、2026年度4Qに部品集結予定．
• 2026年度4Qに水素直噴による燃焼試験開始予定．
• 東京都市大学/千葉大学にて異常燃焼抑制に関するラボ試験を実施予定．

【実用化に向けた課題】
• 目標性能を達成し、安定運用可能なエンジン仕様や運転条件の把握．
• 水素直噴弁の長期耐久性の確認．
• 大流量・高圧水素ガスの供給インフラの整備．
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